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研究成果の概要： 

 

セマンテックWeb上の高度な処理を正確かつ高速に行うプログラムを、適応的に自動生成する

技術を研究した。 セマンテックWebにおける質問応答問題を一般的にかつ厳密に定式化し、そ

れを等価変換で解く手続きを開発した。 適応的なセマンテックWebを実現するために、正当で

高速なプログラムを自動的に構築する方法を研究し、ルール生成に基づくプログラム生成システ

ムの強化を行った。 これらにより、適応的なセマンテックWebを実現するための基礎技術を得

た。 

 
 

交付額 

                                （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2006 年度 1,700,000 0 1,700,000 

2007 年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

2008 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

   

総 計 6,300,000 930,000 7,230,000 

 

 

研究分野： 人工知能 

科研費の分科・細目： 情報学・メディア情報学 

キーワード： セマンテックＷｅｂ、求解問題、プログラム生成、開世界問題、正当性、 

等価変換、スコーレム化 

 
１．研究開始当初の背景 
 

セマンテック Web において、下の階層から

順に研究が進み、ロジック層の構築が重要課

題になっている。DL（記述論理）とルールを

組み合わせた推論はいかなる形に統合され

るべきなのか。これが世界中の多くのセマン

テック Web 研究者の注目を集めている。しか

しそれに十分な解答が与えられてはいない。



これが解決しなければ、セマンテック Web で

どんな処理をやるのかが定まらず、セマンテ

ック Web を実現する方法もまた、見えてこな

い。強力な方法論と適切な打開策が求められ

ている。 

 
２．研究の目的 

 

セマンテックWeb上の高度な処理を正確か

つ高速に行うプログラムを、適応的に自動生

成する技術を研究し、適応的なセマンテック

Webを実現する基礎を作るのが研究の目的で

ある。 

 
３．研究の方法 
 

適応するセマンテック Webの研究を推し進め

るためには、２つのことが重要である。１つ

は、セマンテック Web において、どのような

計算をしなければならないかをはっきりさ

せること、もう１つは、その計算を行うプロ

グラムを適応的に作り出すための技術基盤

を確立することである。 

 

まず、セマンテック Web において真に解くべ

き問題クラスは何なのかを探求した。 それ

は、従来のデータベース問い合わせのように、

蓄えられた知識をもとにして、与えられた質

問に正しく答える問題ではあろうが、データ

ベース問い合わせとは異なる重大な違いが

あると考えられる。それは、データベースが

閉世界の知識なのに対して、セマンテック

Web が前提とする知識は、開世界の知識だと

いうことである。 これは、セマンテック Web

の知識が次々に追加変更され、変動していく

ことからの本質的な帰結である。 

 

我々は、セマンテック Web において真に解く

べき問題クラスとして、「開世界の質問応答

問題」を定式化した。 したがって、本研究

の第一の重要な課題は、「開世界の質問応答

問題」を正しく解くための理論を開発するこ

とである。われわれの基本方針は、等価変換

の方法を用いてこの問題を解決し、等価変換

ルールで解法プログラムを構築するもので

ある。等価変換の方法は、正当な手続きを創

造するための極めて強力な方法であること

を認識していることがこのアプローチの根

拠である。 

 

一方、「適応」を実現するためのキーコンセ

プトは、等価変換ルールの追加変更によるプ

ログラムの自動構築（と改善）である。自動

構築の枠組みがあれば、前提知識の変動に伴

うプログラムの組み替え、変更が可能になる。 

 

以上より、本研究では、 

① 「開世界の質問応答問題」を正しく解く

ための理論の開発とシステムの実現、 

② 等価変換ルールの追加変更によるプロ

グラムの自動構築の理論とシステムの

実現 

を２つの柱として研究を進めた。 

 

４．研究成果 

 

セマンテックWebにおける質問応答問題を

一般的にかつ厳密に定式化した。さらにそれ

を等価変換で解く手続きを開発した。記述論

理で書かれた質問応答問題を述語論理で書か

れた形に変換し、さらにスコーレム化して節

形式で書かれた問題に直す。それからトップ

ダウンあるいはボトムアップの計算を行うル

ールを生成し、そのルールで変換することに

よって問題を解決する方式を提案し実験でそ

の有効性を示した。 

従来の研究との大きな違いの１つは、スコ

ーレム化の部分である。従来のスコーレム化



は論理式の意味を保存しないので、質問応答

問題を正しく解くための基礎として不十分で

ある。本研究では「意味保存スコーレム化」

という新たなスコーレム化アルゴリズムを提

案し、その問題を解決している。 

さらに、適応的なセマンテックWebを実現す

るために、正当で高速なプログラムを自動的

に構築する方法を研究した。① ルール生成の

基礎理論の改善、② ルール生成システムの

再構築と高速化、③ 例に導かれたルール生

成方法の確立、などによりルール生成に基づ

くプログラム生成システムの強化を行った。

特筆すべきは、「論理等価式」を経由してル

ールを自動生成する方法と、その基盤となる

理論を新たに創始したことである。これを使

うことにより、これまで生成できなかった難

易度の高いプログラムの自動構築ができるこ

とを実験で示した。 
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